














目的 

現在,重度,中等度の発達障害児は健診システムの充実により,早期発見,早期療育が行なわ

れてきている。しかし,3 歳以降に明らかになってくる軽度の知的発達遅滞児に対しては,

スクリーニングシステムが十分でなく,それらに対する対策も十分でない。特に学習障害児

(LD)は従来の健診システムではなかなかみつからず,学齢期になってから問題になること

が多い。 

今回我々はこれらの軽度知的発達遅滞児の早期発見のためのスクリーニングシステムの開

発を目的に検討を行なってきた。昨年度は乳幼児健診以降に異常を指摘された児について,

発達歴,母の訴え,診察所見などでの問題点について検討し,早期発見のために必要なチェ

ック項目をいくつかあげた。今年度はそれらの結果をもとに,健常児と軽度 MR,LDと思われ

る児に検査を施行し,いくつかの検査項目の組み合わせがスクリーニングに有用であると

の結果を得たので報告する。 


